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図書館システムが新しくなりました

2011年9月、岐阜大学図書館では5年ぶりに図書
館システムの更新を行いました。
特に、MyLibrary（旧図書館ポータル）の機能を
今までよりも充実しましたので、ご紹介します。

最初に、図書館ホームページのトップページ、あ
るいは図書館OPACから MyLibrary（https://
opac.lib.gifu-u.ac.jp/portal/）にログインしてくださ
い。
ログインには、総合情報メディアセンター発行の
ユーザＩＤとパスワードが必要です。

Zun dō

寸寸 胴胴
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1．文献複写・図書貸借依頼

教員の方だけでなく、学生（研究生・聴講生は除
く）の方も学外の資料の文献複写・図書貸借が登録
申請なしでWebから申込みできるようになりまし
た。
ただし学生の場合、最初は私費のみの設定となっ

ているので、公費での取り寄せを希望する場合は登
録申請書を提出してください。

2．貸出予約状況照会

貸出状況・予約状況の確認ができます。
また、図書館に来なくても貸出期間の延長ができ
るようになりました。
ただし、返却期限の過ぎた図書・予約の入ってい
る図書・既に3回延長している図書は延長できませ
ん。一度返却をお願いします。

3．貸出ランキング

どんな本がよく借りられているのか、1ヶ月ごと
に10位まで見ることができます。ランキングのデー
タは過去2年まで遡って表示することができます。
最初は自分と同じ所属の人のデータが出てきます
が、違う所属の人や学内全体のランキングを見るこ
ともできます。

MyLibrary メニュー画面
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4．貸出履歴一覧

過去に借りた図書が100件まで表示されます。
自分と同じ本を借りた人が、どんな本を借りていた
のかも見ることができます。他に借りた人がいない
図書については、表示されません。

5．新着情報メール設定

気になるキーワードや著者など、自分が指定した
条件の本が新しく図書館に入った場合、メールでお
知らせします。条件は5件まで設定することができ
ます。

6．施設予約

グループ学習室、プレゼンルーム、ラーニング・
コモンズの予約申込ができます。
グループ学習室は2週間前、プレゼンルームと
ラーニング・コモンズは1ヶ月前から予約申込がで
きます。

7．利用者情報
電話番号・メールアドレスを設定することができ
ます。
この情報は図書館とのやり取りにのみ有効で、学
部事務等ではデータは登録されません。

MyLibrary の使い方で不明な点がありましたら、お気軽に図書館カウンターに
お問い合わせください。質問は電話・メールでも受け付けています。

岐阜大学図書館 資料サービス係
TEL：058―293―2191（内線2191）
E-Mail: tosyo-ill@gifu-u.ac.jp
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文献を見つけるワクワク感と図書館
益 子 典 文

1．図書館で最新の文献を見つける
私はもともと理系で情報科学を専攻していたが、

卒業論文で教育関連のシステム開発研究を行ったこ
とがきっかけで、教育専攻の大学院へ進学した。
大学院入学早々、先輩の論文構想発表会で、ある

教授が「あなたが使っているこの言葉の意味は、ア
メリカのＡという研究者の意味か。それともヨー
ロッパのＢという研究者の意味か。どの立場に立つ
かで言葉の意味が違うのだから、先行研究を読んで
明確にするように。」という意見を述べられた。私
は理系の感覚で、一つの専門用語には一つの意味が
ユニークに対応している（そうでなければ研究を進
めることができない）と単純に考えていたので、こ
のことは大きなカルチャーショックであり、一体ど
のように研究を進めていけばよいのか途方に暮れた
ことを覚えている。教育研究の世界では、先端的な
研究成果を決めることが難しい。また、一つの専門
用語に対し、研究者が所属するコミュニティによっ
て（場合によっては時代によって）異なる意味が付
与されることがある。それ故に研究する側は、専門
用語が意味している事実やアイデアを、どのように
捉えようとしているのか、まずは自分自身が問題に
挑む立場の明確化が求められることを知ったのであ
る。
様々な解釈の可能性を検討するためには、周辺の

研究領域の研究成果との関連も踏まえる必要があ
る。そこで、図書館に足を運んで、専門分野の新刊
書に加え、国際学会誌を定期的にチェックすること
が習慣になった。私は教科学習における児童生徒の
認識を研究テーマとしていたので、類似したテーマ
を研究している先輩と情報交換しながら、教科関連
雑誌（Journal for Research in Mathematics Educa-
tion, Mathematics Teacher, Arithmetic Teacher,

Educational Studies in Mathematics など）、認知科
学関連雑誌（Cognitive Science, Instructional Science
など）の新着雑誌に欠かさず目を通すようになった。
最新の学術情報が集まる図書館は、海外の文献を
探す場として、とても便利な場所であった。自分の
テーマに関連する掲載論文や、頻繁に見かける著者
の論文を見つけた時には「あった！」という軽い驚
きとともに、一体何が書いてあるのかが楽しみで、
ワクワク感があった。

2．文献データベースによる検索：ERIC との出会
い

最新の雑誌に掲載される文献を探すこと以外に、
文献を検索するデータベースとしてERIC（Educa-
tion Resources Information Center）を利用するこ
とができた。私がERIC に触れたきっかけは、通学
していた大学の学術情報処理センターで、ERIC の
データを国内で利用できるように提供するサービス
を行っていたため、まわりの先輩方が当たり前のよ
うに文献検索に利用していたからである。
ERIC を和文で紹介した文献として、次の書籍が
ある。【中山和彦、及川昭文、三輪真木子「ERIC
入門」ERIC 研究会，1983（図本館集密4，370．7｜
｜Eri）】。やや古い本だが、第1章・第2章では、
ERIC が構築されるようになった背景から、データ
の構造まで、幅広い解説がなされている。このデー
タベースは世界中の英語で書かれた教育関連文献を
収集しているばかりでなく、クリアリングハウスと
呼ばれる全米各地の機関で、個々の文献の情報分析
を行い、抄録、検索、解説、書評などの二次情報を
作成し公開する作業を継続的に行っていることでも
有名である。例えば、利用者が必要な文献を即時入
手できるように、二次情報として「ディスクリプタ」
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が整備されているのも特徴の一つである。個々の
ディスクリプタはＢＴ（広義語）、ＮＴ（狭義語）、
ＲＴ（関連語）のリンクで相互関係が定義されてお
り、体系を持ったシソーラスが提供されているので
ある。
現在はインターネット経由で二次情報も、そして

シソーラスの構造もすべて検索することができるよ
うになっている。「teacher education」というディ
スクリプタを検索した結果を図1に示す（http://
www.eric.ed.gov/をアクセス後、検索対象として
「descriptors（from Thesaurus）」を選択し用語入
力）。広義語、狭義語、関連語が定義され、ディス
クリプタとして登録されたのは1966年7月1日であ
ることが示されている。ディスクリプタが「teacher
education」である文献もワンクリックで検索可能
である。年代別の登録文献をカウントし、研究動向
を把握することもできる。
ERIC のクリアリングハウスに送ったわけでもな

いのに、私が所属していた講座で刊行していた英文
紀要の論文が、いつの間にかEIRCに登録されてい

て、びっくりしたこともあった。

3．インターネットを利用した文献データベースの
検索

大学教員として最初に勤務したのは、比較的新し
い大学であった。就職してから、研究に関連して困っ
たことが3つあった。一つは、大学院時代に定期的
にチェックしていた国際学会誌がごく少数しか図書
館で購読されていなかったこと。二つ目は同じ研究
領域の仲間がいなくなってしまったので、一人で情
報収集しなければならなくなったこと。そして、過
去の研究成果を参照するために必要な、いわゆる古
書に相当する和文の本や論文がすぐに読めなくなっ
たことである。新しい大学に文献を揃えるのも異動
した教員の一つの使命と考え、私が大学院時代に
チェックしていた学術雑誌は予算の許す限り新たに
購読するようにした。また、出張に行った時には、
空き時間に大きな書店に立ち寄り、専門分野関係で
面白そうな本を自費で購入するようになった。
その後しばらくすると、インターネットを経由し

図1 ERICディスクリプタ「teacher education」の表示画面
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て、自分の机上のパソコンからERIC が利用できる
ようになった。また、海外の学術雑誌も少しずつ電
子ジャーナル化されて行き、自分の机の上で必要な
文献を入手できるようになったのである。この環境
は、図書館で一つひとつの学術雑誌をチェックする
よりもはるかに効率的である。
現在はERIC ばかりでなく、国内の学術論文デー

タベースの整備も進んでおり、インターネット経由
の利用も当たり前である。文献検索は、海外の文献
なら、電子ジャーナルの検索で、そして国内の文献
なら、国立情報学研究所が提供しているNACSIS
Webcat（http://webcat.nii.ac.jp/）や CiNii（http:/
/ci.nii.ac.jp/）などのデータベースを利用すること
で済んでしまう。
私は本学に赴任して以降、教育学研究科の夜間遠

隔大学院の担当として、働きながら学ぶ現職教師を
対象とした講義やセミナーを実践する立場になっ
た。キャンパスから遠く離れた地域の現職教員大学
院生も、NACSIS Webcat を利用すれば、大学院生
が利用希望の資料を所蔵する大学図書館を訪問し、
文献を複写することもできる（＊1）。目的の文献が
入手できない場合には、文献複写サービスを申し込
むことになるが、本学図書館では、インターネット
経由で文献複写サービスを実施しており、キャンパ
スから遠く離れた大学院生も申し込むことができる
よう、配慮いただいている。
このように、インターネットの普及と学術情報の

電子化、データベース化によって、文献検索の利便
性は格段に高まった。しかし、自ら図書館に足を運
び、最新の学術雑誌を手に取り、関連論文を見つけ
た時に感じたワクワク感は、いつの間にか感じなく
なっていたのである。

4．岐阜大学図書館で再び感じたワクワク感
ある時、夜間遠隔大学院のセミナーの院生が「教

師の文学作品の教材研究方法」を研究したいと言っ
てきた。そこで、一緒に本を読むところからセミナー
を始めることにした。文学作品の読解能力を研究し
ている知人に参考文献を尋ねたところ【大河原忠蔵
（1968）状況認識の文学教育、有精堂出版（図本館

集密3，910．7｜｜Oka）】を勧めてもらった。文学作
品を読む主体が、作品を通じて自らの「状況認識」
を形成していくことの重要性とその指導法に焦点を
当てた本である。知人に簡単に解説してもらって興
味はもったものの、何より40年以上前の本である。
また、失礼ながらこれまで手にとった本がない出版
社であったので、簡単に入手できないだろう、とい
うのが率直な感想だった。物は試し、と本学の
OPACで検索したところ、検索がヒットし所在情
報は図書館1階の集密書庫と出力された。集密書庫
に行って探してみると、背の高い集密書庫の本棚の
一番上にこの本があったのである。

この本の背表紙を圧倒的な量の本が保管されてい
る集密書庫の本棚に見つけたとき、大学院生時代に
海外の学術雑誌の最新号に、自分のテーマと関係し
た論文を見つけた時と同じ「あった！」という軽い
驚きとワクワク感がよみがえったのであった。一読
してみたところ、テキストとしての文学作品ばかり
でなく、映像の効果まで論じられている。デジタル
教材の利用法を考える上でも参考となる内容が書か
れており、これもまた本との出会いを通じた発見で
あった。

岐阜大学図書館報 No．45．2011

― ―6



5．おわりに
前述の本は篆書体の立派な「岐阜大学図書」角印

が押されており、昭和45年1月受入との記載がある
ことから、教育学部・教養部校舎が長良地区にあっ
た時に購入された本であろう。この本を発見するま
では、幾多の経緯を経て柳戸キャンパスに統合され
た本学の歴史を知るのみであったが、統合前からの
長い歴史を重ねている分だけ、図書館には文献の蓄
積がある。本学の先達が図書館に文献を残し、そし

て図書館で整理され保管されていることが、とても
頼もしく感じるようになった。
最近は多忙を理由にじっくりと文献と向き合うこ
とが少なくなっているが、まずは文献を探すワクワ
ク感を持ってこれら貴重な資産へアクセスする機会
を増やさなければいけないなあ、と感じている。

＊1 事前に問い合わせや紹介状の発行が必要になる場合もあり

ます。訪問前に早めに岐阜大学図書館にご相談ください。

�������������������������������������������������

図書館と太陽光発電～節電の夏を経験して～

2011年夏は、近年では最大の節電の夏でした。皆
さんも冷房の温度を控えめにしたり、余分な電気は
こまめに消したりしたのではないでしょうか。
ところで図書館で太陽光発電を行っていること

を、皆さんはご存じでしょうか？
2010年1月から、図書館の屋上では2か所に太陽
光発電のパネルを設置しています。
1つは図書館南側（丸池側）で、1つは図書館北

側（教育学部側）です。

このパネルを設置したおかげで昨年度、図書館で
は年間の光熱費の3割を節約できました。

現在、どれだけの発電をしているのかということ
は図書館2階カウンター前にパネルがあり、そちら
に「現在の発電電力」「本日の発電電力量」「現在の
日射強度」「現在の外気温」が表示されます。

この夏は14時から15時にかけては外気温が36℃や
37℃を表示しているのを見ては、「さすが猛暑だな」
と感じました。

このようにして図書館の屋上では発電を行ってい
ますが、それだけに頼らず、個々人で節電に気を付
けるのが大事だと思います。

図書館でなら例えば、
・席を外す時は机の電気を消す。
・使い終わった電動の書庫の電気を消す。
などの節電方法があります。

皆さんもこまめな節電にご協力いただければ幸い
です。

（ましこ のりふみ：総合情報メディアセンター カリキュラム開発研究部門 教授）
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情報の探し方⑵ 時事問題を調べる
時事問題について調べたいとき、みなさんならどうしますか？検索エンジンを利用するという人も多いかも
しれませんが「新聞から探す」、というのも1つの有力な方法です。新聞はその時々の出来事を記録する資料
だからです。岐阜大学では3種類の新聞データベースを契約中でそれぞれについてご紹介します。同じ出来事
でも新聞によって捉え方も変わってくるので、幾つかの新聞を比較してみるのも良いですね。

1．日経テレコン21（1975年～）
＜新聞＞
日本経済新聞朝夕刊 （見出しと一部記事の抄録のみ：1975年4月～、全文記事：1981年10月～）
日経産業新聞 （見出しと一部記事の抄録のみ：1975年4月～、全文記事：1981年10月～）
日経流通新聞（ＭＪ） （見出しと一部記事の抄録のみ：1975年4月～、全文記事：1985年10月～）
日経金融新聞 （全文記事：1987年10月～（現在休刊中））
日本経済新聞地方経済面（見出しと一部記事の抄録のみ：1976年10月～、全文記事：1982年11月～）
＊2000年1月からは四紙とも記事イメージ（ＰＤＦ）が利用可能

＜企業情報＞
日経会社プロファイル 約3万社の会社概要、事業内容、株主構成、貸借対照表等
企業決算 上場・ジャスダックの一般事業会社の主要貸借対照表、損益計算書、キャッ

シュフロー計算書など、最新3決算期分のデータ

日本経済新聞の他、日経各紙の情報の検索ができます。
新聞の記事だけではなく、企業検索や人事検索もできます。

記事によっては本文ＰＤＦを利用できます。

ご利用の際は、必ず図書館HP
からアクセスしてください。

Point
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2．聞蔵（きくぞう）Ⅱビジュアル 朝日新聞記事データベース（1945年～）
・戦後紙面データベース：1945年～1984年の朝日新聞紙面
・1984年以降の記事データベース
・朝日新聞本紙（東京、大阪、西部、名古屋、北海道の各本社発行分含む）
・朝日新聞地域面：1998年に収録開始した東京・神奈川・千葉・埼玉・茨城・群馬・栃木の

各地域面ほか、順次収録を開始。現在は沖縄県を除く全都道府県の主要地域面
・AERA：1988年5月（創刊号）～
・週刊朝日：2000年4月～
・現代用語事典「知恵蔵」
・1945年～1982年の新聞縮刷版約700冊分、約800万件〈2009年1月現在〉
・政財官、研究者、ジャーナリストなどの最新情報「人物データベース」

朝日新聞の他、週刊誌「AERA」、「週刊朝日」や「朝日現代用語事典 知恵蔵」を検索できます。

政官財や学者及び研究者などの人物情報を収録した「朝日新聞人物データベース」も収録しています。

記事によっては本文ＰＤＦを利用できます。

3．中日新聞・東京新聞記事データベース（1987年4月～）
1987年4月1日～中日新聞最終（愛知県、市民）版
1997年4月1日～東京新聞最終（東京）版

1989年4月～岐阜県版・三重県版・滋賀県版・福井県版・長野県版
1995年1月～三重県の全地域版（北勢版、中勢版、松阪紀勢版、伊勢志摩版、伊賀版、牟婁版）
1995年4月～岐阜県の全地域版（西濃版、中濃版、東濃版、飛騨版）
1996年1月～愛知県の全地域版（県内三河版、県内尾張版、近郊版、尾張版、知多版、西三河版、東三河

版、近郊総合版、尾張総合版、知多総合版、西三河総合版、東三河総版、尾張・近郊・知多
総合版、三河総合版）

「中日新聞朝夕刊」「東京新聞朝夕刊」の最終版の主要記事を収録しています。

愛知、岐阜、三重、長野、滋賀、福井の中部地方各県版、三重県・岐阜県・愛知県の全地方版を収めた、
中部地区に特化した新聞データベースです。

岐阜大学で契約しているデータベース、という観点からはちょっとはずれますが、岐阜県図書館のサイ
トには、岐阜に関する新聞記事が検索できる、「郷土新聞記事検索」というデータベースがあります。
http://www.library.pref.gifu.lg.jp/cgi-bin/Sopcsmin5．sh?p_mode＝5

オマケ
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お 知 ら せ

卒業論文・修士論文・博士論文を執筆される方へ

卒業論文・修士論文・博士論文の執筆のために必要な場合、最大20冊まで60日間、図書を借りることが
できます。

カウンターに申込書がありますので、受け取りに来てください。指導教員の先生にサインを頂いてから、
平日9時から17時の間に、図書館カウンターに申込書を持ってお越しください。

貸出の延長はできません。また、予約が入った場合、一時的に返却をお願いすることがありますので、
あらかじめご了承ください。

飲食禁止の一部緩和について（本施行決定）

4月から9月までフタがしっかり閉まるペットボトル・水筒などに入った飲み物については持ち込みを
許可するということで試行しておりましたが、このたび本施行することになりました。
ただし、

1．フタが閉まらない飲み物は許可しません。紙パック飲料などの飲み物は持ち込まないでください。
2．館内で食べ物を食べることは今までどおり禁止です。
3．医学図書館では実施しませんので、飲食禁止です。

館内の図書・雑誌や机・椅子などの備品は後輩たちに引き継がれるものです。後輩のためにも館内の資
料やパソコンを汚損しないよう注意してください。
気持ちのよい館内を維持するために、皆様のご協力をお願いいたします。

岐阜大学図書館報「寸胴」第45号 2011年11月30日
編集・発行 岐阜大学図書館（学術国際部情報サービス課）

〒501‐1193 岐阜市柳戸1番1 �058‐293‐2184
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